
独
立
後
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
の
開
発

1

五
カ
年
計
画
に
お
け
る
取
組
の
変
遷
か
ら
の
分
析
｜

河

井

由

住



一、
は
じ
め
に

一
九
四
七
年
の
独
立
以
降
、
イ
ン
ド
中
央
政
府
は
教
育
に
お
け
る
重
要
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
女
子
・
女
性
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。

国
家
の
開
発
計
画
で
あ
る
五
カ
年
計
両
の
「
教
育
」
の
章
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
年
次
に
女
子
や
女
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
、
学
校
教
育
か
ら
成
人
教
育
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
か
ら
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
第

八
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
九
二

1
一
九
九
七
年
）
以
降
は
、
「
万
人
の
た
め
の
教
育
宙
仏
再
出
t
cロ
沙
門
〉
口
以
下
E
F
A
）
」
世
界
会
議

の
影
響
を
受
け
、
と
く
に
、
成
人
女
性
の
識
字
率
と
初
等
教
育
段
階
に
お
け
る
女
子
の
就
学
率
の
向
上
が
最
優
先
事
項
と
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
二

0
0
0
年
か
ら
は
、
全
国
的
な
初
等
教
育
普
及
計
画
で
あ
る
サ
ル
ヴ
ァ
・
シ
ク
シ
ャ
・
ア
ビ
ヤ

1
ン

G
R
S
F
－zz

〉
σ
Eヨ
ロ
以
ド
S
S
A
）
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
一
部
の
地
域
や
N
G
O
の
活
動
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
様
々
な
女
子
教
育
推
進

計
両
に
つ
い
て
も
、
中
央
政
府
の
も
と
で
包
括
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
り
、
一
九
六
一
年
に
は
一
五
・
五
%
で
あ
っ
た
女
性
の
識
字
率
が
二

O
一
一
年
に
は
六
二
二
二
%
と
な
り
、
第
一

1
八
学
年
ま
で
の
初
等
教
育
段
階
に
お
け
る
女
子
の
粗
就
学
率
は
一
九
五
一
年
の
一
七
・
七
%
か
ら
二

O
一
一
年
に
は
一

O
三
・
七
%
に
な

る
な
ど
、
イ
ン
ド
女
性
の
教
育
状
況
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
き
た
。
し
か
し
、
二

O
O
二
年
改
正
の
憲
法
や
、
二

O
一
O
年
施
行
の
「
無

償
義
務
教
育
に
関
す
る
子
ど
も
の
権
利
法
（
叶
胃
呂
間
宮
え
（

U
E骨
B
S
F
2白
E
n
o
s
－）cg弓
開
門
E
E
H

－B〉
円
円
以
下
R
T
E
法
こ

で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
一
四
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
へ
の
無
償
義
務
教
育
」
の
完
全
普
及
に
は
未
だ
至
っ
て
お
ら
ず
、
初
等
教
育
段
階

に
お
け
る
女
子
の
出
席
率
の
低
さ
や
中
途
退
学
者
の
多
さ
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
性
識
字
率
の
八

0
・
五
%
（
二

O
一一

年
）
と
比
較
し
て
も
女
性
の
識
字
率
は
一
八
・
二
%
も
低
く
、
男
女
聞
の
格
差
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
行
の
第
一
二
次
五
カ
年

計
画
（
二

O
二一
III
－二

O
一
七
年
）
に
お
い
て
も
、
女
子
・
女
性
教
育
は
未
だ
優
先
的
に
改
善
す
べ
き
事
項
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
高
等
教
育
以
外
の
教
育
行
政
の
権
限
は
州
政
府
に
あ
り
、
女
子
・
女
性
教
育
の
状
況
も
各
州
で
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、

地
方
分
権
化
や
民
間
活
動
の
奨
励
に
よ
り
、
様
々
な
主
体
が
教
育
行
政
や
計
画
運
営
に
関
与
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
教
育
の
状
況
が
州
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や
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
に
、
女
子
・
女
性
教
育
の
研
究
で
は
特
定
の
州
の
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
が
多
い
。
近
年
の
日
本

国
内
の
研
究
で
も
、
特
徴
の
あ
る
州
を
と
り
あ
げ
て
、
女
性
の
社
会
参
加
や
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
の
重
要
性

に
つ
い
て
指
摘
し
た
も
の
や
E
F
A
の
進
捗
状
況
と
し
て
一
九
九
O
年
以
降
の
識
字
率
・
就
学
卒
の
向
上
な
ど
を
分
析
し
原
因
や
課
題
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
イ
ン
ド
国
内
の
研
究
に
お
い
て
は
、
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
記
述
を
と
り
あ
げ
て
、
イ
ン
ド
の
女
子
・

女
性
教
育
の
状
況
と
し
て
説
明
し
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
多
く
は
識
字
率
や
就
学
率
な
ど
の
状
況
や
各
次
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
取
組
を
網
羅
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
か
ら
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
ま
で
の
女
子
・
女
性
教
育
の
変
遷
に
つ
い
て
、
と
く
に
取
組
の

主
体
や
中
央
政
府
の
役
割
の
変
化
に
着
目
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
独
立
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教

育
推
進
の
取
組
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
現
在
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
五
カ
年
計
画
書
の
「
教
育
」
の
章
に
お
け
る
「
女
子
」
「
女
性
」
を
表
す
用
語
の
使

用
頻
度
か
ら
、
中
央
政
府
の
女
子
・
女
性
教
育
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
推
察
し
、
そ
の
変
遷
を
概
観
す
る
。
次
に
、
取
組
の
主
体
の
変

化
に
着
目
し
て
各
次
計
画
書
の
記
載
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
、
特
質
に
よ
っ
て
時
期
区
分
を
行
う
こ
と
で
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
子
・
女

性
教
育
の
変
遷
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
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二
、
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
の
取
組

（

1
）
中
央
政
府
の
関
心
の
推
移

五
カ
年
計
画
書
の
「
教
育
」
の
章
に
お
け
る
女
子
や
女
性
を
表
す
用
語
の
使
用
頻
度
は
、
中
央
政
府
の
女
子
教
育
に
対
す
る
問
題
意
識

や
関
心
、
取
組
の
積
極
性
を
表
し
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
使
用
頻
度
を
数
え
る
こ
と
で
、
中
央
政
府
の
女
性
教
育
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
推
察
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。



図
1
は
、
各
次
の
五
カ
年
計
画
書
に
お
け
る
文
章
中
の
「
松
ユ
」
「
自
己
印
」

「
者
。
呂
田
口
」
「
君
。
B
E」「円。
B
と
め
」
の
使
用
頻
度
を
初
等
、
中
等
、
高
等
、

成
人
教
育
の
教
育
段
階
ご
と
に
分
け
て
数
量
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
的
な
頻
出
回
数
は
、
第
一
次
と
第
三
次
が
多
く
、
第
四
次
、
第
五
次

に
減
少
し
た
あ
と
、
第
六
次
以
降
は
徐
々
に
増
え
、
第
九
次
に
は
大
き
く
増

加
し
、
第
一
二
次
に
減
少
し
て
い
る
。
第
一

1
三
次
は
教
育
の
普
及
に
対
す

る
民
衆
の
要
求
や
無
償
義
務
教
育
普
及
へ
の
努
力
目
標
が
憲
法
に
明
・

T4」れ

た
こ
と
な
ど
も
反
映
し
て
、
中
央
政
府
の
女
子
教
育
推
進
に
向
け
て
の
積
極

的
な
関
与
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
、
印
パ
戦
争
（
一
九
六
五
、

一
九
七
一
年
）
や
大
規
模
な
干
ば
つ
（
一
九
六
五

1
一
九
六
六
年
）
に
よ
り

第
四
次
、
第
五
次
と
も
財
政
的
に
困
難
な
状
況
が
続
い
た
。
第
八
次
か
ら
第

九
次
に
か
け
て
は
、
一
九
九
O
年
の
E
F
A
世
界
会
議
や
一
九
九
二
年
の
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
へ
の
調
印
に
よ
り
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
が
教
育
政

策
の
中
で
最
重
要
課
題
と
な
り
、
男
女
聞
の
格
差
是
正
の
た
め
に
女
子
教
育

へ
の
政
府
の
関
心
が
高
ま
り
、
女
子
や
女
性
に
関
す
る
用
語
の
使
用
が
増
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

教
育
段
階
別
に
見
て
み
る
と
、
全
体
的
に
は
初
等
教
育
で
の
使
用
が
多
い

こ
と
か
ら
、
女
子
教
育
は
初
等
教
育
に
重
点
を
置
い
て
行
わ
れ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
各
次
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
割
合
に
変
化
が
あ
る
。
第
一
次
、

第
九
次
、
第
一
一
次
、
第
一
一
一
次
で
、
初
等
教
育
以
外
の
記
述
が
多
く
な
っ

寸

80 

70 

50 

30 

議
固 20

60 

40 

10 

議

1次 2次 3次 4次 5次 6次 7次 B次 9次 10次 11次 12次

図1 5ヵ年計画書における女子や女性を表す用語の使用頻度

出F庁） Planning Commission“First Five Year Plan，，から“TwelfthFive Year Plan，，までの
文書をもとに筆者作成。
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て
い
る
。
各
次
計
画
に
お
け
る
内
容
の
詳
細
は
後
に
述
べ
る
が
、
特
に
独
立
直
後
の
第
一
次
計
画
に
お
い
て
、
成
人
教
育
を
含
め
た
様
々

な
教
育
段
階
に
つ
い
て
、
女
子
・
女
性
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
次
は
全
体
的
に
使
用
頻
度
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
第
三
次
で
は
初
等
教
育
段
階
で
の
使
用
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
四
次
は
使
用
頻
度
が
板
端
に
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
第
五
次
で
は
内
容
に
お
い
て
は
女
子
教
育
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
第
六
次
も
識
字
率
や
就
学
率
を
あ
げ
て
問
題
点
や
状

況
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
七
次
に
は
、
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
の
問
題
点
と
改
善
方
法
に
つ
い
て
記
述
が
見

ら
れ
、
第
八
次
は
す
べ
て
の
教
育
段
階
で
女
子
や
女
性
の
用
語
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
第
九
次
で
は
、
用
語
の
使
用
も
初
等
教
育

か
ら
成
人
教
育
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
O
次
で
は
初
等
教
育
で
の
頻
度
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。
続

く
第
一
一
次
計
両
で
も
初
等
教
育
で
の
使
用
頻
度
は
高
い
が
、
中
等
教
育
に
お
け
る
記
述
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。
第
一
二
次
に
使
用
頻

度
は
減
っ
て
い
る
が
、
教
育
段
階
別
の
割
合
を
見
る
と
第
一
一
次
と
同
じ
く
、
中
等
、
高
等
教
育
に
お
け
る
頻
度
が
高
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
女
子
教
育
推
進
へ
の
政
府
の
関
心
は
基
本
的
に
は
初
等
教
育
段
階
に
置
か
れ
つ
つ
も
、
中
等
・
高
等
教
育
お
よ
び
成
人
教
育
に
関

し
て
も
積
極
的
に
取
組
ん
だ
時
期
が
あ
る
こ
と
、
第
一
一
次
か
ら
現
在
に
お
い
て
は
、
特
に
中
等
教
育
分
野
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
次
に
、
特
徴
に
よ
っ
て
時
期
区
分
し
た
上
で
、
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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（2
）
第
一
期
一
国
と
し
て
の
女
子
・
女
性
教
育
へ
の
取
組
の
始
ま
り

第
一
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
五
一

1
一
九
五
六
年
）
で
は
、
教
育
費
全
体
の
五
六
%
が
初
等
教
育
に
配
分
さ
れ
、
特
に
六
歳
か
ら
一
一

歳
ま
で
の
女
子
の
就
学
率
を
三
三
・
三
%
か
ら
四
O
%
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
優
先
事
項
と
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
社
会
が
女
性
教
育
に
対

し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
女
性
の
教
育
は
男
性
と
同
じ
目
的
を
も
つ
が
、
問
題
の
解
決
に
は
特
別
な
方
法
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
、
女
性
教
育
（
者
O
B
B．？
Ezgtcロ
）
に
一
節
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
家
庭
の
管
理
や
育
児
、
看
護
な
ど
の
ソ
l
シ
ヤ

ル
サ
ー
ビ
ス
、
編
み
物
や
刺
繍
等
の
工
芸
等
の
女
性
が
得
意
な
分
野
に
お
い
て
女
性
の
社
会
貢
献
が
可
能
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の

他
の
仕
事
に
お
い
て
も
男
性
と
同
等
の
機
会
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
女
子
・
女
性
教
育
の
必
要
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
女
性
が
学
ぶ



べ
き
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
の
親
の
啓
発
、
女
子
学
生
の
た
め
の
奨
学
金
、
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
私
学
へ
の
助
成
、
中
・
高
等
教
育
学
校
へ
の
促
進
、
成
人
教
育
の
推
進
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
女
性
教
育
推
進
の
た
め

の
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
は
、
生
産
活
動
へ
の
女
性
の
参
加
を
促
す
た
め
に
職
業
教
育
の
導
入
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
人
教
育
に
お
い
て
は
、
早
婚
の
風
習
な
ど
で
女
性
に
は
学
校
教
育
の
中
途
退
学
者
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
、

学
習
の
再
開
を
容
易
に
す
る
た
め
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
福
祉
活
動
に
お
け
る
ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
ヵ
！
の
利
用
な
ど
、
既
に
機

能
し
て
い
る
女
性
の
た
め
の
包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
五
六

1
一
九
六
一
年
）
は
、
第
一
次
に
比
べ
て
、
女
子
や
女
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

初
等
・
中
等
教
育
の
分
野
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
女
子
教
育
に
関
す
る
一
節
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
初
等
教
育
段
階
の
女

子
の
就
学
を
促
す
た
め
に
、
親
の
啓
発
、
共
学
が
困
難
な
場
合
に
お
け
る
男
女
の
別
学
あ
る
い
は
二
部
制
の
導
入
な
ど
の
方
法
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
久
性
教
員
の
不
足
が
女
子
教
育
を
促
進
す
る
上
で
重
大
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
解
消
が
緊
急
の
課

題
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
女
性
の
就
職
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
女
性
教
育
の
拡
大
が
重
視
さ
れ
た
。

第
三
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
六
一

1
一
九
六
六
年
）
で
は
、
女
子
・
女
性
教
育
の
た
め
に
特
別
予
算
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
五
九
年
に
出
さ
れ
た
「
女
性
教
育
国
家
委
員
会
報
告
書

P
Z
F宮
ス
。

r
z
z住
吉
国
－

P
B
E
5巾
吉
司
C
5
2．∞何色
R
S
S）」

の
指
摘
を
受
け
、
様
々
な
改
善
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
初
等
教
育
で
は
、
女
子
教
育
を
促
進
す
る
た
め
の
特
別
な
方
法
と
し
て
、
①
女

性
教
員
の
た
め
の
居
住
施
設
の
整
備
、
②
農
村
部
で
働
く
女
性
教
員
の
た
め
の
特
別
手
当
、
③
教
師
と
な
る
成
人
女
性
の
た
め
の
集
中
教

育
課
程
、
④
女
性
の
教
員
指
導
者
へ
の
手
当
、
⑤
出
席
賞
や
奨
学
金
、
⑥
共
学
学
校
に
お
け
る
学
校
母
（
湾

g
o－
g
o片
町
内
円
）
の
任
用
、

⑦
必
要
な
設
備
の
供
給
、
な
ど
の
諸
対
策
が
提
示
さ
れ
、
と
く
に
農
村
部
に
お
け
る
女
性
教
員
の
増
員
に
つ
い
て
の
具
体
的
、
積
極
的
な

取
組
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
高
等
教
育
で
は
、
女
子
大
学
や
友
子
寮
へ
の
助
成
、
奨
学
金
制
度
の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
女
子
教
育
石
町
一
回
．
開

E
g
t。
ロ
）
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
様
々
な
段
階
で
の
女
子
教
育
の
拡
張
に
つ
い
て
旦
ハ
体
的
な
数
値
目
標
が
掲
げ

ら
れ
た
。
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イ
ン
ド
に
お
け
る
教
育
行
政
の
権
限
は
、
独
立
前
か
ら
既
に
州
の
大
臣
の
も
と
に
あ
り
、
中
央
政
府
は
全
国
的
な
教
育
政
策
の
形
成
や

指
導
の
権
限
な
ど
は
も
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
五
カ
年
計
画
開
始
後
は
、
行
政
権
限
は
引
き
続
き
州
政
府
が
も
ち
つ
つ
、
中
央
政
府
が

州
政
府
の
助
成
、
調
整
、
誘
導
な
ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
女
子
・
女
性
教
育
に
お
い
て
も
、
第
一
次
か
ら
、
同
と
し
て
の
取

組
が
中
央
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
始
ま
り
、
第
三
次
で
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
中
央
政
府
の
権
限
は
強
ま
っ
た

と
い
え
よ
う
。

（3
）
第
二
期
一
財
政
難
に
よ
る
教
育
計
画
の
低
迷

第
四
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
六
九

1
一
九
七
四
年
）
の
教
育
に
関
す
る
章
の
表
題
は
百
合
門
住
吉
自
己
呂
田
口
宮
を
2
」
と
な
っ
て
お
り
、

教
育
の
節
の
後
に
、
人
的
資
源
と
し
て
経
済
発
展
を
支
え
る
医
療
従
事
者
、
農
業
・
工
業
関
連
職
員
お
よ
び
技
術
者
の
促
進
に
言
及
し
た

一
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
女
子
教
育
に
関
し
て
は
、
第
三
次
計
画
に
続
い
て
「
の
同
町
．
開
（
｛
己
g
E
C
ロ
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
「
計
画
期
間
中
に
、
州
の
実
情
に
応
じ
た
種
々
の
特
別
計
画
を
通
じ
て
女
子
の
就
学
者
数
が
大
き
く
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
た
め
の
衛
生
施
設
の
拡
充
計
両
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
第
阿

次
計
画
で
は
、
中
央
政
府
の
各
州
に
対
す
る
資
金
配
分
が
、
州
政
府
の
特
定
計
画
や
目
標
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

そ
れ
ま
で
中
央
政
府
か
ら
の
助
成
を
受
け
や
す
い
計
画
を
優
先
し
て
い
た
州
政
府
は
、
計
画
や
目
標
の
設
定
に
独
自
性
を
も
つ
こ
と
と

な
っ
た
。
女
子
教
育
の
項
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
州
の
実
情
に
応
じ
た
種
々
の
特
別
計
画
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

中
央
政
府
は
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
一
百
及
し
て
い
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
七
四
1
一
九
七
九
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
五
カ
年
計
画
の
中
で
、
教
育
に
関
す
る
記
述
が
最
も
少
な
い
。

加
え
て
、
こ
の
計
両
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
影
響
と
国
際
収
支
の
赤
字
に
よ
る
計
画
の
挫
折
や
修
正
、
政
権
交
代
に
よ

る
計
画
の
中
断
な
ど
に
よ
り
、
十
分
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教
育
に
関
し
て
も
、
第
四
次
と
同
様
に
具
体
的
な
計
画
の
詳
細

な
ど
は
言
及
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
現
状
と
重
点
事
項
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
初
等
教
育
が
重
視
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さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
職
業
教
育
の
重
視
、
五
カ
年
計
画
の
中
で
は
初
め
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
導
入
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
女
子
教
育
お
よ
び
女
性
教
員
に
関
し
て
の
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
自
国
の
紛
争
や
干
ば
つ
に
加
え
て
国
際
的
な
経
済
状
況
の
悪
化
の
影
響
を
受
け
、
中
央
政
府
は
経
済
的
に
困
難
な
状
況

に
陥
り
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
充
分
な
教
育
予
算
も
な
く
、
州
政
府
に
具
体
的
な
計
画
と
目
標
設

定
を
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
、
第
三
次
計
画
に
お
い
て
、
と
く
に
初
等
教
育
の
分
野
で
強
調
さ
れ
て
き
た
女
子
教
育
へ
の
中
央

政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
少
し
勢
い
を
落
と
し
た
と
い
え
る
。

（4
）
第
三
期
一
中
央
政
府
に
よ
る
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
推
進

第
六
次
五
カ
年
計
両
（
一
九
八

0
1
一
九
八
五
年
）
で
は
、
第
四
次
、
第
五
次
に
比
べ
て
、
教
育
支
出
の
大
き
な
伸
び
が
見
ら
れ
る
。

第
五
次
と
比
べ
て
、
初
等
教
育
費
は
約
二
・
五
倍
、
中
等
教
育
費
は
約
四
・
七
倍
、
高
等
教
育
費
に
つ
い
て
は
約
二
・
六
倍
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
第
四
次
、
第
五
次
計
画
中
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
六

1
一
四
歳
の
子
ど
も
の
完
全
就
学
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
拡
張
、

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
教
育
の
普
及
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
第
五
次
か
ら
始
め
ら
れ
た
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
に

つ
い
て
は
、
第
六
次
で
は
す
べ
て
の
教
育
段
階
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
初
等
教
育
段
階
で
は
、
指
定
カ

l
ス
ト
や
指
定
部

族
、
女
子
な
ど
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
周
辺
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
子
段
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
成
人
教
育
に
つ
い
て
も
女

性
を
含
む
社
会
的
弱
者
へ
の
教
育
に
お
け
る
効
果
的
な
手
段
と
し
て
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
推
進
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
次
で
は
、

社
会
的
弱
者
と
し
て
の
女
子
の
教
育
に
関
し
て
は
、
既
存
の
公
教
育
シ
ス
テ
ム
の
周
辺
に
い
る
、
優
先
的
に
教
育
を
促
進
さ
れ
る
べ
き
集

団
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
対
象
と
す
べ
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
推
進
計
画
は
、
中
央
政
府

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
州
政
府
が
各
地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
七
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
八
五

1
一
九
九

O
年
）
の
重
点
分
野
は
、
①
初
等
教
育
の
全
面
的
な
実
施
、
②
一
五

1
三
五
歳
の
非
識
字

者
の
撲
滅
、
③
各
教
育
段
階
の
職
業
教
育
、
④
全
教
育
段
階
の
教
育
水
準
の
向
上
な
ら
び
に
近
代
化
、
⑤
質
の
高
い
教
育
を
行
、
つ
た
め
の
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諸
施
設
の
提
供
、
⑥
技
術
教
育
の
近
代
化
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
①
地
方
分
権
的
な
効
果
的
な

計
画
の
策
定
、
②
組
織
の
改
革
、
③
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
推
進
、
④
開
発
諸
機
関
と
の
連
携
、
⑤
地
域
社
会
の
動
員
な
ら
び
に
一
般

市
民
の
参
加
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
初
等
教
育
の
完
全
普
及
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
就
学
登
録
だ
け
で
は
な
く
、
学
業
の
継
続
な
ら
び
に

基
本
的
な
学
習
能
力
の
習
得
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
経
済
的
社
会
的
弱
者
層
に
属
す
る
女
子
に
特
別
の
重
点
を
置
き
つ
つ
、
フ
ォ
ー

マ
ル
教
育
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
双
方
を
通
じ
て
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
女
子
の
就
学
率
は
低
く
、
す

べ
て
の
州
に
お
い
て
、
女
子
教
育
の
推
進
に
特
別
の
配
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
七
次
計
画
で
は
、
女
子
の
初
等

教
育
段
階
の
就
学
促
進
の
た
め
の
奨
励
策
と
し
て
、
就
学
前
の
準
備
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
制
服
の
無
料
支
給
な
ど
と
と
も
に
女
性
教
員
の

増
員
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
等
教
育
段
階
ま
で
は
、
女
子
教
育
は
無
償
で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
教
育
に
関
し

て
も
特
別
な
要
求
に
応
え
る
べ
く
女
性
の
た
め
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
ス
教
育
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
も
含
め
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
地
方
分
権
的
な
計
画
を
推
進
し
つ
つ
も
、
財
政
的
に
立
て
直

し
た
中
央
政
府
は
、
各
教
育
段
階
に
お
い
て
具
体
的
な
方
法
を
挙
げ
て
女
子
教
育
を
積
極
的
に
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

q
J
 

戸

h
d

（5
）
第
四
期
一
地
方
分
権
化
と
E
F
Aを
基
盤
と
し
た
初
等
教
育
の
普
及

第
八
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
九
二

ji

－－
P

一
九
九
七
年
）
は

E
F
A
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
初
等
教
育
の
普
及
と
成
人
非
識
字
者
の
撲
滅

が
教
育
計
両
に
お
い
て
最
優
先
と
さ
れ
た
。
初
等
教
育
で
は
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
拡
充
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
海
外
N
G
O
や
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
機
関
の
支

援
が
導
入
さ
れ
、
各
地
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
や
シ
ク
シ
ャ
・
カ
ル
ミ
な
ど
の
海
外
N
G
O
に
よ
る
初
等
教
育
推
進
計

画
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
州
や
県
よ
り
も
下
位
の
行
政
組
織
で
あ
る
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
（
村
落
自
治
体
）
が

組
織
し
た
村
落
教
育
委
員
会

2
E
a巾
何
色

R
E
s
n
c
B
E
2
2）
の
学
校
経
営
へ
の
参
加
が
奨
励
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
方
の
状
況

に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と
く
に
初
等
教
育
段
階
に
お
け
る
女
子
教
育
の
推
進
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
中
等
教
育
段
階
の



女
子
の
就
学
を
増
加
さ
せ
る
べ
き
こ
と
、
子
守
か
ら
女
子
を
解
放
す
る
た
め
に
就
学
前
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
行
う
こ
と
、
女
子
へ
の

制
服
や
教
科
書
、
丈
房
具
の
支
給
の
奨
励
、
女
性
の
成
人
教
育
を
重
視
す
る
な
ど
、
各
教
育
段
階
に
お
い
て
女
子
教
育
推
進
の
た
め
の
且
ハ

体
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
化
が
進
め
ら
れ
る
一
万
で
、
中
央
政
府
に
よ
る
初
等
教
育
普
及
の
た
め
の
最
初
の
全
国
的
な
計
画

で
あ
る
「
黒
板
計
画
（

ο七
2
5
8
E
R
5
2
E）
」
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
、
中
央
政
府
が
州
政
府
に
対
し
て
補
助
金

を
出
し
て
教
育
施
設
を
整
え
る
と
と
も
に
、
教
員
が
一
人
の
み
の
学
校
に
二
人
目
の
教
員
を
配
置
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

二
人
目
の
教
員
に
は
女
子
教
育
推
進
の
た
め
に
も
女
性
教
員
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

第
九
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
九
七

1
一一

O
O
二
年
）
で
は
、
第
八
次
計
画
か
ら
続
く
「
人
間
開
発
」
を
理
念
と
し
た
教
育
計
両
の
中
で
、

初
等
教
育
は
一
四
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、
そ
の
完
全
普
及
が
国
家
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
の
目
標
達
成
の

た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
、
市
民
団
体
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
全
体
の
協
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・

ラ
l
ジ
は
計
画
の
核
と
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
の
行
政
権
が
強
化
さ
れ
、
高
等
教

育
を
除
く
教
育
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
が
行
政
権
を
も
つ
こ
と
と
な
り
、
村
落
教
育
委
員
会
が
地
域
の
実
態
に
即

し
て
計
両
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
の
議
会
議
席
の
一
一
一
分
の
一
が
女
性
に
留
保
さ
れ
、
地
方
の
女
性
の

識
字
の
必
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
地
万
分
権
化
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
改
善
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
ド
ロ
ッ
プ

ア
ウ
ト
や
就
労
児
、
交
子
、
移
民
の
た
め
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
が
進
め

ら
れ
、
海
外
N
G
O
や
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
動
が
奨
励
さ
れ
た
。

第
九
次
計
画
で
は
、
女
性
や
女
子
に
関
す
る
用
語
の
数
が
第
八
次
計
画
の
二
倍
に
増
え
、
初
等
教
育
か
ら
成
人
教
育
ま
で
幅
広
く
言
及

さ
れ
て
お
り
、
中
央
政
府
の
女
子
・
女
性
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
初
等
教
育
か
ら
成
人
教
育
に
至
る
ま
で
、

女
子
教
育
が
多
岐
に
渡
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
次
以
来
で
あ
る
。
旦
ハ
体
的
に
は
、
初
等
教
育
段
階
で
の
女
子
用
ト
イ
レ
の
整

備
、
中
等
教
育
段
階
で
の
進
学
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
、
女
子
寮
の
整
備
、
補
習
教
育
の
提
供
、
大
学
レ
ベ
ル
ま
で
の
女
子
の
教
育
費
の

無
償
化
の
提
案
、
女
性
の
成
人
教
育
の
機
会
の
提
供
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
と
く
に
成
人
教
育
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、
総
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合
的
な
地
域
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
、
他
の
経
済
計
画
や
衛
生
計
画
な
ど
と
も
に
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
成
人
教
育
の
実
施
が
推

奨
さ
れ
た
こ
と
、
大
学
に
成
人
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
成
人
女
性
の
学
習
の
た
め
に
二
二
校
の
大
学
と
一
一
校
の
カ
レ
ッ
ジ
に
女

性
学
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、

E
F
A
の
影
響
を
受
け
、
女
子
・
女
性
教
育
に
お
い
て
も
、
初
等
教
育
の
普
及
と
識
字
の
た
め
の
成
人
教
育
が
重
視
さ

れ
た
。
こ
れ
に
は
、
地
方
分
権
化
に
よ
る
地
域
の
実
態
に
即
し
た
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
教
育
開
発
が
必
要
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八

0
年

代
後
半
に
は
海
外
N
G
O等
の
支
援
活
動
が
導
入
さ
れ
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
の
た
め
の
教
育
活
動
が
他
の
地
域
開
発
計
画
と
と

も
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
様
々
な
主
体
に
よ
っ
て
、
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
や
成
人
教
育
も
含
め
た
、
フ
ォ
ー
マ
ル
と
ノ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
教
育
の
双
方
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
の
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（6
）
第
五
期
一
中
央
政
府
の
包
括
的
役
割
と
初
等
教
育
の
普
及

第
一

O
次
五
カ
年
計
画
（
二

O
O
二
1
二
O
O七
年
）
で
は
、

E
F
A
や
U
E
E
（白区〈
R
E
－－N由
民
。
ロ
。
同
国
内
B
m
E
R
M刊
何
色
戸
門
告
。
ロ
）

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
世
界
的
な
初
等
教
育
普
及
の
目
標
を
受
け
、
イ
ン
ド
で
も
初
等
教
育
の
完
全
普
及
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
地
方
分
権
化
が
進
め
ら
れ
た
。
「
U
E
E
を
確
実
に
促
進
し
教
育
の
質

を
高
め
る
た
め
に
は
、
住
民
参
加
が
最
も
確
実
な
方
法
で
あ
る
。
」
「
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
な
ど
の
地
方
団
体
に
小
学
校
の
管
理

を
移
す
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
」
な
ど
と
し
て
、
地
方
団
体
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
私
立
部
門
と
の
連
携
を
深
め
、
私

立
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
役
割
を
拡
大
す
る
」
、
「
私
立
部
門
と
の
連
携
に
よ
っ
て
政
府
学
校
の
機
能
を
改
良
す
る
」
な
ど
、
民
間
部
門
と
の

連
携
も
奨
励
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
外
N
G
O
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
も
県
初
等
教
育
計
画

5
3
5
2
P
E
R可
何
C
R
E
t
s
p
a
E
B
B
m

以
下
D
P
E
P
）
、
シ
ク
シ
ャ
・
カ
ル
ミ
、
マ
ヒ
ラ
・
サ
マ
キ
ヤ
の
三
つ
の
女
子
教
育
推
進
計
画
が
挙
げ
ら
れ
、
計
画
の
具
体
的
内
容
や

効
果
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
O
O
二
年
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、
教
育
へ
の
権
利
の
条
項
（
一
一
一
条
）
が
設
け
ら
れ
、
六
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
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も
は
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
四
五
条
で
は
、
そ
れ
ま
で
努
力
義
務
で
あ
っ
た
無
償
義
務
教
育
の
提
供
の
条

項
か
ら
「
努
力
」
の
文
字
が
は
ず
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
法
的
裏
付
け
を
も
っ
基
本
的
権
利
の
保
障
と
し
て
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
が

国
の
責
任
と
な
っ
た
。
中
央
政
府
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
初
等
教
育
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
「
既
存
の
す
べ
て
の
計
両
を
総
合
的

に
包
括
す
る
」

S
S
A
を
二

0
0
0年
に
開
始
し
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
を
め
ざ
し
て
、
「
問
題
地
域
を
特
定
し
、
各
地
域
で
個
々
に

行
わ
れ
て
い
た
教
育
計
画
を
S
S
A
の
も
と
に
統
合
」
し
、
「
S
S
A
に
着
手
す
る
こ
と
で
、
州
と
協
力
し
て
大
き
な
主
導
権
を
握
る
」

こ
と
と
な
っ
た
。

S
S
A
の
う
ち
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
指
定
カ
l
ス
ト
や
指
定
部
族
、
就
学
困
難
な
地
域
の
女
子
の
た
め
の
初
等
教

育
の
全
寮
制
の
教
育
機
関
で
あ
る
カ
ス
ト
ル
パ
・
ガ
l
ン
デ
ィ

l
・
ス
ワ
ン
タ
ン
ト
ラ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ラ
ヤ
や
、
女
子
の
た
め
の
集
落
レ

ベ
ル
で
の
学
校
開
発
計
画
で
あ
る
国
家
女
子
初
等
教
育
計
画
（

H
r
z住
吉
山
－

P
。
句
自
己
同
日
沙
門
仲
町
内
開
仏
日
山
氏
自
え

E
E
主
任
。

巴
2
M
g
g弓
ピ
〈
何
一
以
下
N
P
E
G
E
L
）
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
教
育
を
促
進
す
る
た
め
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
女
子
ト
イ
レ
の
設
置
や
中
等
、
高
等
教
育
に
お
け
る
寮
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
た
。
成
人
教
育
で
は
、

N
G
Oを
中

心
と
し
て
、
職
業
訓
練
と
技
能
開
発
に
関
す
る
「
大
衆
教
育
機
関

G
E
E－w岳
山
口

rg岳
山
口
）
」
や
、
識
字
教
育
の
た
め
の
「
教
育
識

字
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
が
、
指
定
カ
l
ス
ト
や
指
定
部
族
と
と
も
に
社
会
的
弱
者
で
あ
る
女
性
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
。

第
一

O
次
計
画
に
お
け
る
中
央
政
府
の
役
割
は
、
国
家
政
策
を
立
て
、
各
団
体
が
活
動
を
う
ま
く
実
行
で
き
る
よ
う
に
コ

l
デ
イ
ネ
1

ト
し
、
国
家
目
標
へ
の
進
捗
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
続
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
海
外
N
G
O
や
民
間
セ
ク
タ
ー
は
、
す
で
に
一
九
八

0
年
代

末
か
ら
一
九
九

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
活
動
を
始
め
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
五
カ
年
計
画
に
お
い
て
は
名
称
は
挙
げ
ら
れ
て
は
い
た
も

の
の
、
詳
細
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一

O
次
で
は
、
中
央
政
府
が
具
体
的
な
内
容
や
効
果
に
つ
い
て
把
握
し
た
、
？
え

で
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
様
々
な
女
子
教
育
計
画
は
、
全
国
的
に
S
S
A
に
包
括
的

に
取
り
込
ま
れ
、
中
央
政
府
の
主
導
の
も
と
州
政
府
と
協
力
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
一
次
五
カ
年
計
画
（
二

O
O
七
1
二
O
一
二
年
）
に
お
い
て
は
、
第
一

O
次
で
は
初
等
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
後
に
並
べ
ら

れ
て
い
た
S
S
A
が
最
初
の
項
目
で
挙
げ
ら
れ
、
初
等
教
育
に
お
け
る
記
述
の
約
一
二
分
の
二
が
S
S
A
の
内
容
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

S
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S
A
の
も
と
で
行
わ
れ
た
女
子
教
育
計
画
の

N
P
E
G
E
L
で
は
、
教
育
の
遅
れ
て
い
る
地
域
白
色

R
色
。
ロ
匙
可
回
同
門
｝

3
5
E
E
2
E

以
下
E
B
B
）
を
設
定
し
、
資
源
の
分
配
、
計
画
立
案
、
開
発
の
介
入
を
図
っ
た
。
同
じ
く
S
S
A
に
含
ま
れ
る
カ
ス
ト
ル
パ
・
ガ

l
ン

デ
ィ

l
女
学
校
（
同

E
E
5出
口
出
豆
町
一
切
出
－
－

E

5身
田
宮
百
以
下
K
G
B
V
）
に
つ
い
て
は
、
二
一
八

O
校
の
全
寮
制
学
校
が

E
B
B

に
作
ら
れ
た
。
ま
た
、

S
S
A
で
は
、
「
女
性
教
員
の
存
在
が
、
女
子
の
模
範
と
な
り
、
明
ら
か
に
女
子
の
就
学
と
出
席
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
た
び
た
び
報
告
さ
れ
て
い
る
ι
と
し
て
、
女
性
教
師
の
雇
用
を
奨
励
し
て
い
る
。
海
外
N
G
O
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
第
九
次

か
ら
続
く
D
P
E
P
に
お
い
て
、
地
方
分
権
化
と
住
民
参
加
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
早
期
教
育
や
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
と
な
ら

び
、
女
子
教
育
に
つ
い
て
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ヒ
ラ
・
サ
マ
キ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

E
B
B
や

都
市
や
郊
外
の
ス
ラ
ム
の
貧
し
い
女
性
を
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

O

S
S
A
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
を
包
括
し
た
も
の
が
、
「
教
育
保
障
計
画
お
よ
び
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な

革
新
的
教
育
自
己
己

2
5ロ
の

5
5
E
2
ω
与
の
自
の
除
匡
仲
買

E
C
5
自
己
円
ロ
ロ
。
〈
由
民
耳
目
古

g
c
g
以
下
E
G
S
＆
A
I
E）
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
既
に
第
一

O
次
に
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
一
次
計
画
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
の
識
字
率
が
低
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
マ
ド
ラ
サ
や
マ
ク
タ
ブ
が

A
I
E
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
私
立
学
校
と
同
様
に
政
府
の
統
制
を
、
つ
け

て
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
一
次
計
画
は
、
中
等
教
育
の
項
目
に
「
女
子
教
育
（
の
ま
∞
．
開

p
g吾
ロ
）
」
の
節
が
加
え
ら
れ
、
中
等
お
よ
び
職
業
教
育
に
お
け

る
女
子
教
育
の
記
述
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
中
等
教
育
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
と
同
様
に
女
子
寮
の
整
備
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、

職
業
教
育
の
強
調
と
教
員
養
成
の
再
編
お
よ
び
情
報
技
術
教
育
の
重
視
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
等
教
育
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
女
子
の
た
め
の
学
校
の
設
立
が
優
先
的
に
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
一

O
次
、
第
一
一
次
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
主
体
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
女
子
・
女
性
教
育
の
た
め
の
フ
ォ
ー
マ
ル
、
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
組
が
、
初
等
教
育
段
階
に
お
い
て
は

S
S
Aと
し
て
中
央
政
府
の
も
と
で
包
括
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教

育
開
発
の
有
効
な
子
段
と
し
て
引
き
続
き
地
方
分
権
化
を
奨
励
し
つ
つ
も
、
二

O
O
二
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
初
等
教
育
に
お
け
る
責
任
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が
増
え
た
中
央
政
府
は
、
各
計
画
の
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
州
政
府
と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
さ
ら
に
包
括

的
に
計
両
を
進
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
第
二
次
以
降
は
、
全
国
的
な
普
及
政
策
に
よ
り
増
加
し
た
女
子
初
等
教
育
修
了
者
の
継
続
教
育

と
し
て
、
中
等
教
育
が
重
視
さ
れ
、
女
子
の
進
学
者
を
増
や
す
た
め
に
、
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
施
設
設
備
の
充
実
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
交
子
へ
の
配
慮
、
職
業
教
育
な
ど
の
課
程
や
教
育
内
容
に
つ
い
て
の
改
善
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

（7
）
第
六
期
一

R
T
E法
を
基
盤
と
し
た
初
等
教
育
の
普
及
お
よ
び
識
字
か
ら
生
涯
学
習
へ
の
パ
ラ
タ
イ
ム
シ
フ
ト

二
O
a
O年
に
施
行
さ
れ
た
R
T
E
法
で
保
障
さ
れ
た
質
の
高
い
教
育
の
八
王
国
的
な
普
及
を
め
ざ
し
て
、
と
く
に
初
等
教
育
に
お
け
る

中
央
政
府
の
責
任
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
（
二

O
一一一

1
二
O
一
七
年
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
S
S

A
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
盤
と
し
た
計
画
か
ら
、

R
T
E
法
を
基
盤
と
し
た
質
の
高
い
初
等
教
育
普
及
の
た
め
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
が
戦
略
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
中
央
政
府
は
、
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
な
ど
の
地
ト
刀
白
治
体
に
よ
る
計
画
の
実

施
と
運
営
管
理
を
奨
励
し
、

S
S
A
の
も
と
に
包
括
的
に
計
画
を
監
視
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
二
次
で
は
、
「
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
行
政
監
督
と
地
域
運
営
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
学
校
監
視
の
両
方
に
よ
っ
て
改
革
を
進
め
る
こ
と
」
が
明
示
さ
れ
、
「
地

方
の
状
況
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
州
や
地
方
自
治
体
に
多
く
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
中
央
政
府
が
明

出｝

確
な
目
標
や
方
向
性
を
一
不
し
、
成
果
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
成
果
を
示
し
た
州

に
は
補
助
金
を
出
す
な
ど
、
中
央
政
府
は
全
国
的
な
教
育
行
政
に
お
け
る
関
与
を
強
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
第
一
二
次
で
は
「
ガ
パ
ナ
ン
ス
」
を
含
む
「
ア
ク
セ
ス
」
「
公
正
」
「
質
」
の
四
つ
の
戦
略
が
設
定
さ
れ
た
。
初
等
教
育
の
普

及
に
お
い
て
は
就
学
率
の
向
上
の
み
で
は
な
く
、
多
面
的
な
戦
略
に
よ
る
出
席
率
の
向
上
と
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
の
問
題
解
決
が
め
ざ
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
と
く
に
後
期
初
等
教
育
段
階
（
一
一

ji

－
－
一
四
歳
）
に
お
い
て
、
男
子
よ
り
女
子
の
点
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
学
習
成
果
が
重
視
さ
れ
、
施
設
設
備
の
拡
充
と
と
も
に
教
員
の
現
職
教
育
の
充
実
や
教
授
学

習
課
程
の
改
良
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
女
子
や
女
性
は
、
「
ア
ク
セ
ス
」
や
「
公
正
」
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
指
定
カ
l

。。



ス
ト
や
指
定
部
族
と
と
も
に
配
慮
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
、
「
ア
ク
セ
ス
」
を
可
能
に
す
る
た
め
の
奨
学
金
制
度
の
整
備
や
女
子
寮
や
ト
イ

レ
な
ど
の
施
設
設
備
の
改
善
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
女
子
の
子
守
の
負
担
を
減
ら
し
、
初
等
教
育
へ
の
就
学
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
た
め
に
就
学
前
教
育
の
拡
充
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

教
育
段
階
別
に
み
る
と
第
一
二
次
で
は
、
第
一
一
次
に
引
き
続
き
、
職
業
教
育
を
含
む
中
等
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
二
O
O
九
年

に
は
、
五
年
間
で
前
期
中
等
教
育
（
第
九
、
一
O
学
年
）
の
粗
就
学
率
を
五
二
%
か
ら
七
五
%
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
国

家
中
等
教
育
計
画
（
宮
島
区
三
宮
包
『
ヨ

E
W
E
－f岳
山
〉

σ
Eヨ
ロ
以
下
R
M
S
A
）
」
が
開
始
さ
れ
た
。
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る

女
子
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
O
O
八
年
に
「
中
等
教
育
へ
の
女
子
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
F
B
E－〈
2
ぢ
自
己
印
沙
門

一部）

∞巾
g
E白
弓
何

E
g
t
g）
」
計
画
が
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一
二
次
計
一
両
中
に
は
職
業
教
育
や
特
別
支
援
教
育
と
と
も
に
R
M

S
A
に
包
括
的
に
取
り
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。
成
人
教
育
に
つ
い
て
も
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
計
画
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
O
O
九
年

に
始
め
ら
れ
た
「
識
字
イ
ン
ド
（

ω
g
E
F
R
∞E
E
C」
で
は
、
二
O
一
一
一
年
ま
で
に
識
字
率
を
八
O
%
に
、
男
女
格
差
を
一
O
%
以
内

に
す
る
こ
と
が

H
標
と
さ
れ
、
一
五
歳
以
上
の
七
0
0
0万
人
が
対
象
と
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
六

0
0
0万
人
が
女
性
を
対
象
と
さ
れ
て

い
る
。
第
一
一
一
次
に
お
い
て
は

H
標
達
成
が
二
O
一
七
年
ま
で
に
延
長
さ
れ
て
い
る
。
成
人
識
字
に
関
し
て
は
、
一
九
八
八
年
に
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
推
進
と
と
も
に
「
国
家
識
字
ミ
ッ
シ
ョ
ン
計
画
（
Z
住
吉
弘
口
R
5
3
z－3
5
p
c
m
g
E
Bの
）
」
が
開
始
さ
れ
、

八
0
0
0
万
人
の
識
字
者
の
開
発
を
目
標
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
計
画
は
第
一
O
次
計
画
中
に
す
で
に
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
二
次
で
は
識
字
を
再
定
義
し
、
基
本
的
な
読
み
書
き
の
能
力
の
宵
得
か
ら
生
涯
学
習
と
し
て
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
読
み
書
き
の
能
力
を
生
涯
学
習
の
基
盤
と
位
置
づ
け
、
機
能
的
識
字
能
力
、

職
業
教
育
、
体
と
情
緒
の
発
達
、
芸
術
・
丈
化
・
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
全
タ
イ
プ
の
学
習
ニ

l
ズ
を
満
た
す
機

会
が
提
供
さ
れ
、
公
正
な
ア
ク
セ
ス
が
促
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
系
統
的
な
生
涯
学
宵
を
促
進
す
る

た
め
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
を
統
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
共
通
の
枠
組
み
を
確
立
し
て
学
習
成
果
を
確

認
す
る
た
め
に
も
包
括
的
な
立
法
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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一一、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
取
組
の
主
体
や
中
央
政
府
の
役
割
の
変
化
に
着
目
し
て
、
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
女
子
・
女
性
教
育
推
進
の
取

組
の
変
遷
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
の
女
子
・
女
性
教
育
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
で
は
独
立
直

後
か
ら
中
央
政
府
が
女
子
教
育
の
推
進
に
積
板
的
に
取
組
ん
で
き
た
こ
と
が
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
開
発
へ
の
女
性
の
参
加
と
統
合

を
め
ざ
す
「
開
発
と
女
性
」
の
視
点
に
お
い
て
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
の
重
要
性
が
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
き
た
の

一泊一

は
一
九
七

O
年
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
イ
ン
ド
で
こ
の
よ
う
な
早
い
時
期
か
ら
、
男
性
と
同
等
に
社
会
に
進
出
す
る
た
め
の
教
育
機

会
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
、
女
子
・
女
性
教
育
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

る。
次
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
双
方
に
お
い
て
、
中
央
政
府
と
州
政
府
、
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
や
市
民
団

体
、
国
際
機
関
や
海
外
N
G
O
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
与
に
よ
る
多
様
な
取
組
が
州
や
地
域
の
実
態
に
即
し
て
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
主
体
は
変
化
し
、
重
層
的
に
関
与
し
て
き
た
。
一
九
七

0
年
代
後
半
に
中
央
政
府
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ー
マ

ル
教
育
の
補
足
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
は
、
民
間
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
期
待
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
地
方
で

パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
と
民
間
セ
ク
タ
ー
や
市
民
団
体
の
協
力
の
も
と
展
開
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八

0
年
代
後
半
に
導
入
さ
れ
た

海
外
N
G
O
の
多
く
は
、
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
や
村
落
教
育
委
員
会
に
お
け
る
住
民
参
加
を
重
視
し
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
と
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
一
向
万
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
教
育
行
政
や
学
校
管
理
に
お
い
て
も
様
々
な
主
体
に
よ
る

重
層
的
な
構
造
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
あ
る
K

一却）

G
B
V
（
六
1
八
学
年
）
は
、
州
政
府
の
依
頼
に
よ
り
既
存
の
私
立
学
校
が
敷
地
内
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
土
地
と
建
物
は
民
間

の
も
の
で
あ
る
が
、

K
G
B
V
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
か
ら
学
校
へ
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
寮
母
や
料
理
人
の
給
料
や
朝
食

と
夕
食
代
な
ど
の
寮
の
経
費
は
固
か
ら
、
授
業
料
と
昼
食
代
は
州
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
。
第
一

1
一
一
一
学
年
ま
で
の
私
立
学
校
で
あ
る
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が
、
第
一

1
八
学
年
ま
で
の
教
師
は
公
務
員
と
し
て
給
料
も
州
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
学
校
の
資
金
・
消
費
収
支
は
非
常
に
複
雑

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

K
G
B
V
の
生
徒
が
既
存
の
生
徒
に
加
わ
っ
て
授
業
を
受
け
る
た
め
、
教
室
の
生
徒
数
は
一

O
O人
を
超
え
、
生

徒
は
三
人
が
け
の
椅
子
に
五
人
で
座
る
、
あ
る
い
は
机
と
椅
子
が
な
い
な
ど
、
学
習
に
は
窮
屈
な
姿
勢
で
授
業
を
受
け
て
い
た
。
教
師
に

よ
る
と
「
教
え
ら
れ
る
限
界
を
超
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
、
州
政
府
、
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ

1
ジ
を
通
じ

て
、
計
画
実
施
団
体
へ
の
趣
旨
や
枠
組
の
伝
達
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
の
体
制
が
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
中
央
政
府
の
役
割
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
高
等
教
育
を
除
く
教
育
行
政
に
関
し
て
は
州
政
府
に
任
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
九

O
年
以
降
、

E
F
A世
界
会
議
の
影
響
を
受
け
て
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
を
教
育
計
両
に
お
け
る
最
優
先
事
項
と
し

て
か
ら
は
、
中
央
政
府
が
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
S
S
A
の
も
と
に
包
括
し
、
州
と
協
力
し
て
大
き
な
主
導
権
を
握
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
O
O
二
年
に
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
二

O
一
O
年
に
R
T
E法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
初
等
教
育
の
完
全
普
及
が
法
的
根
拠
の
下
に
国
の

責
任
と
な
り
、
現
在
で
は
、
中
央
政
府
の
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
初
等
教
育
段
階
の
粗
就
学
率
が
一

O
O
%を
超
え
た
現

在
、
就
学
や
進
学
が
困
難
な
女
子
の
多
く
は
、
指
定
カ

l
ス
ト
、
指
定
部
族
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
貧
困
線
以
下
の
家
族
に
属
す
る
な
ど
の

重
層
的
な
問
題
の
も
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
出
席
率
や
進
学
率
に
は
男
女
の
格
差
が
あ
り
、
学
校
教
育
に
お
け
る
質
や
、
生
涯
学
習
体
系

に
お
け
る
女
子
・
女
性
教
育
に
つ
い
て
も
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

現
在
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
女
子
・
女
性
の
ニ

l
ズ
に
応
え
た
質
の
高
い
教
育
開
発
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

中
央
政
府
が
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
、
今
後
も
注
意
深
く
見
て
い
き
た
い
。

士占

（1
）
イ
ン
ド
で
は
、
教
育
を
国
家
の
開
発
計
画
で
あ
る
五
カ
年
計
両
に
組
み
入
れ
て
発
展
を
図
っ
て
き
た
。
一
九
五
一
年
に
第
一
次
五
カ
年

計
画
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
災
害
に
よ
る
国
内
の
混
乱
や
政
権
交
代
で
開
始
が
遅
れ
た
り
中
断
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ

ぼ
五
年
ご
と
に
計
画
が
出
さ
れ
、
現
在
で
は
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
（
二

O
二一

1
二
O
一
七
年
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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（2
）
ヒ
ン
デ
ィ

l
語
で
サ
ル
ヴ
ァ
は
万
人
、
シ
ク
シ
ャ
は
教
育
、
ア
ビ
ヤ
l
ン
は
計
画
を
意
味
す
る
。

S
S
A
は
、
二
O
一
O
年
ま
で
に
六
歳

か
ら
一
四
歳
ま
で
の
初
等
教
育
段
階
の
全
て
の
子
ど
も
が
八
年
間
就
学
し
、
か
つ
修
了
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に

は
目
標
は
達
成
で
き
ず
、
二
O
一
五
年
ま
で
に
延
長
さ
れ
て
計
画
が
続
行
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
識
字
率
は
第
一
O
次
五
カ
年
計
画
お
よ
び
二
O
一
一
年
の
セ
ン
サ
ス
の
デ

l
タ
を
参
照
、
粗
就
学
本
は
冨

E
∞可可
C
同
国

5
5ロ

河
内
出
。
己
門
店
一
口
2
4
5℃
E
2
ユ
z
閉山門山口門出巴
C口出－

ω
S丘
三
一
円
由
主
出
。
吋
山
口
門
m
N
C
C印
。
。
＝
お
よ
び

ε
何色己門戸己
Cロと

ω
Z
Z印
門
戸
門
出
血
門
出
。
E
ロ門
m

N
2
0
ニ
ョ
を
参
照
し
た
。
男
性
の
識
字
率
に
関
し
て
は
二
五
・
O
%
（
一
九
六
一
年
）

1
八
二
・
一
%
（
二
O
一
一
年
）
、
一

1
入
学
年

ま
で
の
粗
就
学
率
は
同
六
・
四
%
（
一
九
五
一
年
）

1
一
O
四
・
九
%
（
二
O
一
一
年
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
例
え
ば
、
穂
積
智
夫
「
女
子
の
社
会
参
加
と
開
発
」
斎
藤
千
宏
編
著
「
N
G
O
が
変
え
る
南
ア
ジ
ア
』
コ
モ
ン
ズ
、
一
九
九
八
年
、

二
一
五

1
二
五
九
頁
。
岡
出
亜
弥
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
子
教
育
の
推
進
と
課
題

i
ウ
ツ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ユ
州
の
事
例
を
中
心
に

l
」

『
発
展
途
ヒ
国
の
女
子
教
育
と
社
会
経
済
開
発
に
関
す
る
研
究
』
（
平
成
一
一
年
度
1
平
成
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（A
）（
2
）
研
究
成
果
報
告
書
）
研
究
代
表
者
一
佐
藤
尚
子
、
二
O
O
一
年
、
二
同
九

1
二
七
三
民
な
ど
。

（
5
）
例
え
ば
、
〈
－
∞
・
同
州
C
2
5
2
z・E

閉店リ
H
H

戸山一内向山（］
Z
2
2
0口
一
白

ω
Z門HU10開閉山口
E
一円ロ門出血
J
h
c
m
g
o
司
戸
司
法
円
三
5
5・
NCCω
－
H
U
U
3
1
3・
冨
三
吾
己
一

同
容
山
口
盟
主
－
ρ
己「

E

君
。

B
E
開

E
2
5ロ
・
白
河
内
出
町
田
「
門
町
〉
℃
℃
g
R
E
Z
〉
司
出

Hvzσ
一一回
F
5
m
h
o円℃
C
E己
c
p
N
2
0・
H）
℃
巴
l

自
・
見
出
色
町
出

。
5
・z
君
。
日
巾
ロ
閉
山
門
凶
巳
門
出
己
C口
一
回
∞
印
己
町
田
保
（
リ
cロ門
2
5
3
〉
可
回
目
v
z
E
2
F
E
m
h
o吋℃。門出
2
0
P
N
2
0・℃
U－N印
品
。
・
な
ど
。

（
6
）
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
の
教
育
費
支
出
は
っ
て
八
倍
、
第
五
次
か
ら
第
七
次
ま
で
の
支
出
は
九
・
二
．
倍
に
伸
び
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

第
三
次
か
ら
第
五
次
ま
で
は
一
・
五
倍
の
仲
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
7
）
第
五
次
計
両
童
日
は
報
告
書
全
体
の
枚
数
も
減
っ
て
い
る
が
、
教
育
の
項
目
も
他
の
年
の
計
画
に
比
べ
て
一
O
八
刀
の
一
ほ
ど
の
ペ
ー
ジ
数

と
な
っ
て
い
る
。

（8
）
司
。
に
ユ
廿
司
守
巾
ペ
巾
白
「
℃
一
白
P
H。・己

Z
G一
＼
＼
立
国
ロ
ロ
宮
ぬ
円
。
E
B一∞巴
C
口口一己ロ＼立出口出＼円）－
E

R］＼出
5
1＼合町＼
hF55乱巾
H
－E
B－（
N
E中
＼
口
＼
同
ア
ク
セ
ス
）

（9
）
イ
ン
ド
憲
法
に
基
づ
き
、
州
や
地
方
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
カ
l
ス
ト
お
よ
び
部
族
の
総
称
。

（
叩
）
女
性
の
職
業
訓
練
校
へ
の
就
学
を
促
す
た
め
学
校
の
設
立
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
等
が
必
要
と
さ
れ
た
。

（
日
）
ヒ
ン
デ
ィ

1
語
で
シ
ク
シ
ャ
は
教
育
、
カ
ル
ミ
は
先
生
の
意
味
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
か
ら
ラ
ジ
ヤ
ス
タ
ン
州
で
行
わ
れ
た
ス
ウ
ェ

l
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デ
ン
の
支
援
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
教
員
の
欠
勤
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
協
力
を
得
て
シ
ク

シ
ャ
・
カ
ル
ミ
と
呼
ば
れ
る
代
替
教
員
が
授
業
を
担
当
し
た
。

（
ロ
）
一
九
九
二
年
の
憲
法
改
正
で
、
教
育
行
政
に
お
け
る
パ
ン
チ
ャ

l
ヤ
ッ
ト
・
ラ
l
ジ
の
役
割
が
強
化
さ
れ
、
教
育
行
政
に
お
い
て
は
、

高
等
教
育
を
除
く
す
べ
て
の
教
育
の
管
理
の
権
限
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

（
日
）
授
業
料
と
基
本
的
な
教
科
書
代
、
寮
と
図
書
館
の
使
用
料
が
女
子
に
つ
い
て
は
無
償
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

（

H
）
吋
巾
ロ

p
m〈
巾
可
町
田
円

U
E
P
N
N－

s

宮

G
一
＼
＼
立
国
ロ
ロ
一
ロ

m
N
S
E
E－∞研一
C
ロ
・
口
一
円
い
ロ
＼
立
吉
田
＼
立
山
口
『
巾
－
＼
肋
〈

31円
＼
呂
吾
＼
目
。
巳
丸
山
口
安
リ
ケ
右
－

E
B
（N
O
H
A
H
＼
戸
＼
H
ア

ク

セ

ス

）

（
日
）
］
「
巾
ロ
岳
民
〈
巾
可

E
H・
u
u
p
N－
N・。。・

（
凶
）
世
界
銀
行
、
欧
州
委
員
会
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
開
発
省
、
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
支
援
を
受
け
、
一
九
九
四
年
に
導
入
さ
れ
た

郡
初
等
教
育
計
画
は
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
も
含
め
た
初
等
教
育
普
及
の
た
め
の
包
括
的
な
教
育
改
革
で
あ
る
。
女
性
の
識
字
率
が

全
国
平
均
よ
り
低
い
県
を
対
象
と
し
、
対
象
地
方
（
州
、
県
）
の
巾
請
に
よ
っ
て
、
計
両
の
八
五
%
の
費
用
を
中
央
政
府
、
残
り

一
五
%
は
州
政
府
が
負
担
す
る
。

（
口
）
オ
ラ
ン
ダ
の
支
援
を
受
け
て
一
九
八
九
年
に
五
州
で
始
め
ら
れ
た
マ
ヒ
ラ
・
サ
マ
キ
ヤ
（
女
性
・
平
等
）
は
、
農
村
地
域
の
社
会
的
・

経
済
的
に
取
り
残
さ
れ
た
女
性
を
対
象
と
し
た
、
女
性
の
教
育
と
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。

（
叩
凶
）
寸

mロ
岳
民
〈
巾
可
町
内
弓
立
国
P

N
－N
・品。・

（
凶
）
、
同
町
ロ
昨
日
回
目
〈
巾
可
巾
同
町
立
国
P

N
－N
－K
H
h
w

．

（
却
）

H
，mロ
己
戸
出
〈
巾
可
町
田
町
立
山
口
－

N
－N
・吋

ω

（
幻
）
マ
ハ
ト
マ
・
ガ

l
ン
デ
ィ

l
夫
人
の
名
前
を
冠
し
た
女
学
校
。
ス
ワ
ン
タ
ン
ト
ラ
は
ジ
エ
ン
ダ

l
モ
デ
ル
、
ヴ
イ
デ
イ
ヤ
ラ
ヤ
は
学
校

を
意
味
す
る
。
指
定
カ
l
ス
ト
や
指
定
部
族
や
後
進
カ
l
ス
ト
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
お
よ
び
貧
困
線
以
下
の
家
族
に
所
属
す
る
、
就
学
困

難
な
地
域
の
交
子
の
た
め
の
全
寮
制
の
教
育
機
関
。
二

O
O
四
年
に
は

K
G
B
V
（
カ
ス
ト
ル
パ
・
ガ

l
ン
デ
ィ

l
・
パ
リ
カ
・
ヴ
イ

デ
イ
ヤ
ラ
ヤ
）
と
し
て
推
進
さ
れ
、
二

O
一
四
年
現
在
イ
ン
ド
囲
内
で
三
五
六
九
校
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
辺
）
初
等
レ
ベ
ル
で
の
女
子
教
育
に
対
し
て
追
加
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
一
一

O
O
二一

1
二
O
O
四
年
に
開
始
さ
れ
た
。
集
落
レ
ベ
ル
で
の
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女
子
児
童
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り
を
め
さ
し
、
文
一
房
旦
ハ
（
ノ

l
ト
や
石
版
）
や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
、
制
服
な
ど
の
費
用
援
助
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

（
お
）
一
九
八
六
年
か
ら
政
府
と

N
G
O
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
成
人
教
育
。
安
価
な
経
費
で
行
う
製
作
作
業
を
通
し
た
識
字
活
動

で
あ
り
、
技
術
の
習
得
の
み
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
簡
単
な
識
字
や
学
習
の
継
続
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
教
育

P
F

開
ロ
コ
門
町
5
2仲

間
山
色

Z
2
2
0ロ
）
と
し
て
、
経
済
的
自
立
や
識
字
、
学
習
の
継
続
を
め
、
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
担
）
巴
巾
〈
巾
門
戸
笹
口
〈
巾
可
何
回
「
七
E
P
H・H・－U
1

・

Z
G一＼＼立出
H
g
z
m
B
E
E－
即
位
。
ロ
・
巳
己
ロ
＼
U一
吉
田
＼
立

E
円巾－＼出戸、
3
A＼
戸
長
＼
巴
巳
巾
町
田
口
洋
門
町
田
℃
－
E
E
G
o－
品
＼
戸
＼
同
ア
ク
セ
ス
）

（
お
）
、
叶
老
町
－
p
y
b〈
巾
ヨ
甲
山
門
立
国
ロ
－
∞
C
H
N
H
－N
・

｝

H3℃一＼＼日｝］山口ロ
5
m
B
E
E－出回一
cロ・口一円・
5
＼匂－出口印＼匂－出口吋巾］＼出〈弓「＼－
N
F＼巴門同町
F
E
R
E
U－E
B
（NEAF＼
戸
＼
同
ア
ク
セ
ス
）

（

Mm
）
忌
広
唱
N
H
・3

（
幻
）
二

O
一
二
年
に
は
、
学
校
の
施
設
・
設
備
の
不
備
は

f
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
し
て
、
最
高
裁
で
同
内

の
州
立
、
私
立
の
す
べ
て
の
学
校
へ
の
ト
イ
レ
と
飲
料
水
設
備
の
設
置
が
命
じ
ら
れ
た
。

（
却
）
一
四
歳
か
ら
一
八
歳
ま
で
の
女
子
の
中
等
教
育
へ
の
就
学
を
促
進
す
る
た
め
の
同
家
計
画
。
中
等
教
育
へ
進
学
す
る
女
子
の
た
め
の
奨

学
金
の
貸
与
や
K
G
B
V
の
生
徒
の
中
等
教
育
へ
の
進
学
の
保
障
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
中
等
教
育
進
学
時
に
女
子
に
三

0
0
0

ル
ビ

l
の
奨
学
金
を
与
え
、
一
八
歳
で
第
一

O
学
年
の
修
了
試
験
に
合
格
す
れ
ば
返
還
の
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
却
）
織
田
由
紀
子
「
「
ジ
エ
ン
ダ
！
と
開
発
（
G
A
D
と
か
ら
見
た
教
育
」
江
原
裕
美
編
『
内
発
的
発
展
と
教
育
人
間
主
体
の
社
会
変
革

と
N
G
O
の
地
平
』
新
評
論
、
二

O
O
三
年
、
三
二
九

1
三
五
三
頁
。

（
却
）
筆
者
は
二

O
一
一
年
一

O
月
に
西
ベ
ン
ガ
ル
州
ビ
ル
ブ
ム
県
の
私
立
学
校
内
に
あ
る

K
G
B
V
を
訪
問
し
、
寮
や
学
校
の
観
察
と
、
校
長
、

教
員
、
寮
母
、
生
徒
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
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